
　地球温暖化に伴う大雨の頻度の増加

　人工林の齢級別面積
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◦対象とする損害
　火災
　気象災（風害、水害、雪害、干害、凍害、潮害）
　噴火災
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(億円) 保険金支払額の推移
これまでの森林国営保険の概要

保険金のお支払い事例

平成16年に発生した大規模な台風災害に対し、３年間で
約100億円が支払われました。

◦契約面積＝0.70ha
◦実損面積＝0.34ha
◦保険料＝9,921円/年（ha当たり換算14,174円）
お支払いした保険金＝1,268,200円（ha当たり換算373万円）

事例②【風害】

台風の暴風により、倒伏、倒木、幹折れ、
根返り等の被害を受けました。

佐賀県・ヒノキ44年生の場合

◦契約面積＝4.20ha
◦実損面積＝2.21ha
◦保険料＝13,137円/年（ha当たり換算3,128円）
お支払いした保険金＝3,005,600円（ha当たり換算136万円）

事例③【火災】

林野火災により、幹が炭化、葉が褐変し、
枯死する等の被害を受けました。

千葉県・クロマツ22年生の場合

◦契約面積＝6.43ha
◦実損面積＝0.51ha
◦保険料＝16,963円／年（ha当たり換算2,638円）
お支払いした保険金＝625,770円（ha当たり換算123万円）

事例④【雪害】

大雪により、雪の重みによる幹折れ等の
被害を受けました。

秋田県・スギ37年生の場合

◦契約面積＝8.55ha
◦実損面積＝1.01ha
◦保険料＝63,407円/年（ha当たり換算7,416円）
お支払いした保険金＝3,120,900円（ha当たり換算309万円）

事例①【水害】

豪雨により、山地崩壊が発生し被害を受
けました。

熊本県・スギ47年生の場合

森林保険制度が変わります
　平成27年４月から、森林保険の実施主体が独立行政法
人森林総合研究所（国の政策の実施機関）に移管され、森
林保険のサービス向上を目指します。
　「森林国営保険法等の一部を改正する法律」が平成26年
４月９日に可決・成立し、４月16日に公布され、これま
で国が実施してきた森林国営保険は平成27年４月１日に
独立行政法人森林総合研究所に移管されることとなりま
した。森林総合研究所では、森林保険を専門に扱う機関
として、「森林保険センター」を新たに設置します。

　移管時点で有効なご契約は、森林総研に自動的に引き継
がれます（必要なお手続きはありません）。森林総研に引き
継いだ後も、ご契約の補償内容に変更はございません。
　移管後は、国の指導のもと、より効果的、効率的な保険
運営を行い、森林所有者へのサービスの向上に努めること
としています。
お問い合わせ
　森林総合研究所 森林保険センター（平成27年4月1日より開通）
　　☎044-382-3500（代表）
　林野庁森林整備部計画課森林保険企画班
　　☎03-6744-2246（直通）

新たな
森林保険制度の

枠組み

現行（森林国営保険）
森林所有者

都道府県
　　・申込の承諾、保険証書の交付
　　・損害調査　
　【損害調査等の一部は経由機関に委託】

国
　　・予算決算、保険数理
　　・保険金支払い

　　・森林保険制度の企画立案

経由機関

申込、損害発生通知

契約の報告、調査結果報告

保険金保険料

新制度

　　・申込の受付、保険料の受領
　　・保険料の森林総合研究所への納入
　　・損害発生通知の受付
　　・損害調査

委託先

森林保険センター

保

　険

　契

　約

（異常災害時）
民間金融機関
からの借入等

森林保険特別会計

（森林組合連合会、森林組合、都道府県等）

国
・森林保険制度の企画立案
・独法の指導監督
・債務保証

（森林組合連合会、森林組合等）
　　・申込の受付、保険料の受領
　　・保険料の国庫への納入
　　・損害発生通知の受付
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（独）森林総合研究所

※独立行政法人森林総合研究所は平成27年4月1日から、「国立研究開発法人森林総合研究所」に名称が変わります。

※保険料は保険金額の標準（樹種・林齢別にあらかじめ定めた標準的な森林の評価額）の範囲内で、
　契約者様が任意に設定されます。保険金は被災の程度を審査のうえ、保険料に応じて支払われます。林野 2015.3 No.9611


